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１．評価結果 

評価ランク：Ａ 

 

２．委員の指摘及び提言概要 

 海面埋立処分場の水質の早期安定化に資する新しい技術として、余水・浸出水循環とキレート剤の

分離電解についての開発研究を行い、実験室規模で有効な技術を開発提示した。本研究で獲得された

基礎的な学術的知見は、今後の展開に向けてのベースとなるものとして評価できる。しかし実験室規

模での実験と現実の処分場では規模が大きく異なるうえに、処分場では微生物の影響なども無視でき

ないので、実用化までの道のりはまだ遠いように思える。現場で具体的にどのような問題がどのレベ

ルで起こっているのかを再度精密に確認したうえで、エネルギー消費やコスト面についても検討しな

がら、民間企業との協同により社会実装をめざしていただきたい。研究成果を論文として発表するこ

ともお願いしたい。 

 

 


